
第 1330 回例会 平成 26 年 11 月 26 日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1.）点      鐘 

2.）ロータリーソング『手に手つないで』                  

3.）会長の時間     

4.）幹事報告      5.）出席報告 

6.)ハッピーＢＯＸ披露 

7.）委員会報告   

8.）各委員会 中間報告 

  西都 RC30 周年～参加者報告 

9.）＜ＳＡＡ次週例会案内＞ 

   フォーラム「会員増強」 

   12 月のセレモニー 

   理事・役員会 

10.) 点     鐘 

第 1329 回例会記録 平成 26 年 11 月 19 日（水） 

■会長の時間       ●会長 原田宗忠君 

皆さんこんにちは、本日

は第1329回の例会です。 

先日濱田名誉会員がお

亡くなりになられまし

た。心よりご冥福をお祈

り致します。私が佐土原

に来て丸 5年になります

が、佐土原のいろんな事

に興味が湧きまして佐

土原という所は歴史的

にも深く豊かな地域であった事を知り更に興味深く

なっております。愛宕神社・子安観音・巨多神社・佐

野原神社・大光寺など等沢山の歴史建造物もあります

ので、一度歴史資料館に出向き調べてみたいと思って

おります。皆さんの方が佐土原については詳しいと思

いますので更に詳しく調べて頂いてまた卓話に時間

にでも話をして頂けると良いかと思います。 

■幹事報告         幹事●長倉祐一郎君 

＜文書案内＞ 

＊ 日南ロータリークラブ～60 周年記念誌 

＊ 宮崎県全県 IM のご案内 

＊ライラ開催のご案内 

＊22 日土曜日西都 RC30周年記念式典･祝賀会参加者 

 

配車確認 

＊濱田松太郎名誉会員ご

葬儀へのクラブより生花

をお出しいたしました。

心よりご冥福をお祈り致

します。 

 

■出席報告           ●中武幹雄君 

会員数＝24名（免除 2名） 出席率＝73.9％ 

出席数＝17 名 メイク届＝0 名 

欠席届＝7 名 修正～率＝78.2％ 

 

■ハッピーBOX 披露       ●岩切 正司君 

＜財団へ＞ 

●岩切正司君～出席に励みましょう。 

■ ショート SP       ●梶田 與之助君 

愛宕神社で 11 月 23 日

24 日に「火祭り」を行

います。 

地元に伝わる「火祭り」

を是非皆様に観て頂き

たいと思い案内させて

頂きます。午前中の 10

時～11 時に行われますので是非起こし下さい。次回は

会津若松へ行った時の話しをさせて頂こうと思いま

すのでまたよろしくお願い致します。 

■ 会員卓話           ●柳田 光寛君 

みなさんこんにちは、久しぶりの卓話で何を話そうか随分

迷っていたらアッという間に当日となっていました。たま

たま今月のロータリーの友を見ていたら、P36~P41 に「話

の仕方」なるものが掲載してありました。色々と要領が有

りましたが記事を見つける事が遅かったので今日の卓話に 
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は役に立てる時間は残念な

がら有りませんでした。う

ちのお店にはいろいろな方

がお見えになりますが、以

前東北の震災から一年後く

らいだったでしょうか宮崎

に避難している方が小さな

お仏壇とお位牌を購入されました。その後今年になって「家

を新築したから」と改めておいでになり大きめのお仏壇に

買い替えられました。どこに新築したかと聞いた所、宮崎

神宮の真ん前のとても良い所にきれいな家を建てられてい

ました。当初はいずれ浪江町（原発事故）に帰ろうと思っ

ていたが当分無理だし気候も良いし人間もとても良いので

永住することにしたと話されていました。宮崎の人は、人

が良いやさしいと言われますが、みなさん通常回送中のバ

スには「回送中」とだけ書いてありますが宮崎では「すみ

ません回送中です」と書いてあるのはご存知ですか？これ

はネットのヤフーニュースにも出ていました。又、中には

｛すんません回送中です｝と書いてあるのも有るそうです、

こんなところにも宮崎県人のやさしさというか、遠慮深さ

というものが見えるのではないかと思います。ちなみに私

は毎朝通勤時にはバスをよく見るのですが、多いときには 6

台くらいが連なって運行しています。修学旅行等の団体以

外でこんなにつながっているのは滅多にないんじゃないか

と思います。 

 ところで、少し「すみません」という言葉について話し

てみます。すみませんとはまだ済んでないです、まだ終わ

ってないですという意味が有ります。店で品物を掛けで購

入し月末や約束の日に支払うということが有りますが、入

金が有った時に昔はお店の人が台帳に「相済」という印鑑

をバンと押したそうです。「相済み」とは双方貸し借り無し

ですよ、という意味だそうです。したがって支払いに未納

が有れば「相済みにはなりません」そのときは「すみませ

ん」になるわけです。私は以前「相済みません」の「あい」

は「はい」のなまったようなものと思っていましたが大き

な勘違いの様でした。又、うけた「恩」があまりに大きく

てとても返せない場合も「相済み」にはとてもなれません

その時の申し訳ない思いが「すみません」となるようです。 

「すいません」と「すみません」の違い「すいません」も

「すみません」も、どちらも間違いではありませんが、「す

いません」は「すみません」の口語として定着したもので

す。すみませんの語源は「済む」の否定形「済まぬ」から

きています。「このままでは気持ちがおさまらない」という

意味で使われていたのが、謝罪やお礼の言葉に使われ始め

たそうです。ちなみに、英語の「エクスキューズ・ミー」

も「許してください」という意味です。日本語でも、人を

呼び止める際にも「すみません」を使いますが、どちらも

語源は同じようです。「すいません」は、その口語ではあり

ますが、それだけでなくニュアンスを和らげたりする意味

や効果もあります。ですので、逆に目上の人に使うと失礼

にあたる事もありますので、注意が必要です。文書に書く

ときは、必ず「すみません」になります。「臭い」と「香り」

の違い「臭い」と「香り」の最大の違いは、嗅いだ人の感

覚によります。まず、「臭い」は、とにかく鼻を刺激するも

の全てを指します。いいニオイでも悪いニオイでも「臭い」

が使われます。一方、「香り」は、いいニオイに限定されて

使われます。別の見方では、、ニオイのする範囲によって使

い分けられる場合もあります。厳密な区別はありませんが、

「香り」はほのかに臭う場合、「臭い」は遠くから臭う場合

に使われる傾向があります。また、「香り」は美しさや品格、

高級感をイメージさせる場合に敢えて用いられることもあ

ります。「臭い」は、「クサイ」とも読むことができますの

で、この読み間違いを防ぐために「香り」を使うこともあ

るようです。「しらたき」と「糸こんにゃく」の違い「しら

たき」と「糸こんにゃく」では、まず製法に大きな違いが

あります。こんにゃくは、こんにゃく芋を粉にして石灰乳

を混ぜて固めたものですが、「しらたき」は、液体の状態で

細い穴に通して糸状にし、それを固めたものになります。

一方、「糸こんにゃく」は、固まって板状になったこんにゃ

くを細く切って糸状にした物です。簡単に言うと、「しらた

き」＝細くして固める、「糸こんにゃく」＝固めてから細く

する、となります。見た目にも違いがあります。「しらたき」

は、細くて白い色をしていますが、「糸こんにゃく」は太目

で黒いマダラがあります。これは、「糸こんにゃく」にはひ

じきなどの海藻を混ぜる習慣があるためです。しかし、「し

らたき」と「糸こんにゃく」は、地域によって呼び方が違

う傾向もあります。関東では「しらたき」、関西では「糸こ

んにゃく」と呼ばれるのが一般的です。そのため、上記の

ような製法や特徴に関係なく、関西で販売する場合は「し

らたき」、関東で販売する場合は「糸こんにゃく」というネ

ーミングで販売するメーカーがほとんどです。「なおざり」

と「おざなり」の違い「なおざり」と「おざなり」は、ど

ちらもいい加減・適当という意味が含まれますが、その正

しい意味は全く異なります。「なおざり」は、いい加減で何

もしない、「おざなり」は、いい加減に物事をするという意

味になります。最大の違いは、「なおざり」は何もしない、

「おざなり」は何かをするという点です。「おざなり」は御

座形と書き、お座敷の席で形ばかりを取り繕ったことをい

ったところからきています。「なおざり」は等閑と書き、漢

語の「等閑（とうかん）」を後からあてたものとされていま

す。そのまま何もしなという「直（なお）」に、遠ざけると

いう意味の「去（さり）」がくっついたのではないかという

説が有力です。「有名人」「著名人」の違い基本的には、「有

名人」はいい意味でも悪い意味でも名の通った人のことを

指します。一方、「著名人」はいい意味で名の通った人を指

す場合に限定されます。芸能人でもスポーツ選手でも指名

手配犯でも、とにかく名が通っていれば「有名人」と言う

ことができます。しかし、犯罪者などを「著名人」という

事はありません。ちなみに、goo 辞書にて調べてみると、「有

名人」という言葉は載っていませんでした。「著名人」は「あ

る分野や社会で名前をよく知られ、重んじられている人。」

となっています。要するに、「重んじられている」かどうか

が違いのようです。また、「有名」という言葉とその類義語

の使い分けについては、下記のようになっています。「有名」
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は、「あの人はけちで有名だ」のように、悪いことで名が知

られているときにも用いる。「知名」「著名」「高名」「名高

い」は、よい意味で名が知られているときに用いる。「名う

て」は、よい評判にも、悪い評判にも使う。芸術や文学の

世界で功績を残した人の場合が「著名人」という説もある

ようです。これは「著」という文字のイメージからきてい

るようですが、正しくはこのような意味はないようです。 

「精算」と「清算」の違い分かっているようで実は難しい

のが「精算」と「清算」の違いです。料金や運賃を支払う

事が「精算」だと思われていますが、実は「精算」は「概

算」の対義語で、細かく計算したり過不足を計算し直す事

をさします。逆に、「清算」には支払うという意味が含まれ

ます。「過去を清算する」という言葉に代表されるように、

「清算」は”きまりをつける”、”結末をつける”という意

味ですので、必ずしもお金に絡む場合だけではありません。

ですので、買い物などでの「精算する」とは確定した金額

を計算したりしてもらったりする行為であり、支払う行為

は含まれません。「不用品」と「不要品」の違い一般的には、

「不用品」は使えないもの、「不要品」はいらないもの（必

要ないもの）として用いられます。つまり、「不用品」は壊

れている、「不要品」は壊れていないという違いがあります。 

「不用品」と「不要品」の違いについて検索している方の

多くは、粗大ごみの記載が「不用品」と「不要品」のどち

らが正しいかを調べているようです。この場合、壊れてい

たら引き取ってもらえないという訳ではありませんので、

「不用品」でも「不要品」でもどちらでも OK という事に

なります。リサイクルショップに持ち込む場合は、当然使

う事を前提にしていますので、引き取ってもらえるのは「不

要品」です。もし「不用品」を引き取ってもらえても、そ

れはジャンク品として販売されることになります。 

「ホットケーキ」と「パンケーキ」の違い日本で言う「ホ

ットケーキ」は、海外では「パンケーキ」と呼ぶのが一般

的で、「ホットケーキ」は通用しません。日本で「ホットケ

ーキ」と呼ばれるようになったのは、昭和の始めに「ホッ

トケーキの素」というパンケーキの素に砂糖を加えたもの

が大ヒットし、家庭に普及したためと言われています。 

最近では「パンケーキ」ブームになり、どちらもよく使わ

れるようになりましたが、両者の違いを比較すると「パン

ケーキ」は甘くなく、「ホットケーキ」は甘味があるものと

いう特徴があります。また、厚さでも「パンケーキ」は比

較的薄いもの、「ホットケーキ」は比較的厚いという傾向も

あります。そのため、「パンケーキ」は食事向き、「ホット

ケーキ」はおやつ・デザート向きとなります。ちなみに、「パ

ンケーキ」のパンとは、フライパンで焼くという意味のパ

ンで、ブレッドの意味ではありません。「家族葬」と「密葬」

の違い「家族葬」と「密葬」は、どちらも近親者のみで行

う葬儀というイメージがありますが、本来の意味は異なり

ます。まず、「密葬」は、「本葬」に対して使われる言葉で

す。有名人や著名人の葬儀で執り行われることが多く、後

日大規模な葬儀が予定されている場合、家族や近親者で行

う葬儀を「密葬」と言います。芸能人や有名アーティスト

などが後日ファンも参列できる「お別れ会」などを予定し

ている場合、財界人などが後日大規模な「社葬」を予定し

ている場合には、これに対して「密葬」を執り行う事が多

い傾向にあります。一方、「家族葬」は、近親者のみで小規

模に執り行う葬儀のスタイルです。核家族化にともなう親

戚付き合いの疎遠化や、お香典の取り扱いなどの簡素化、

葬儀費用の軽減などの理由から最近では徐々に増えてきて

いる葬儀のスタイルと言えます。「家族葬」とは言っても、

厳密に血縁で区切る訳ではなく、親しい友人なども交えて

執り行うケースが一般的のようです 

※ 山脇忍名誉会員スピーチより   「前週より続き」 

｛総親和総努力｝ 

事業経営、或いは商売を営むに当たっては、単に利益追求

（そろばん）だけでは駄目で必ずそれには、人のふみ行な

うべき道、つまり道徳を収録した書。孔子の理想的道徳「仁」

の意義、政治・教育などの意見を述べている。孔子は「あ

なたが望まないことを、他人にしてはならない」と言って

います。1923 年にロータリーの国際大会がアメリカのセン

トルイスで開かれた時に大会決議代 23 の 34 号として可決

されたロータリー哲学は、今日もなお依然として生きてお

ります。それは「根本的にゆうと、ロータリーは自己の為

に利益を得ようとする欲望と他人の為に尽くさなければな

らなぬという義務感との間に常に起きる心の中の争いを和

解して調整しようとする人生哲学である。この哲学はサー

ビスの哲学、すなわちサービス第一自己第二の哲学であり、

そして最もよくサービスするものに最大の利益ありという

実践的倫理の原則に基礎をおいている。であります。 

             塚本義隆著「そろばんと論語」

より一部抜粋 文責山脇 忍 2014 年 11 月 10 日 
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4 つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1. 真実かどうか。 

2. みんなに公平か。 

3. 好意と友情を深めるか。 

4. みんなのためになるかどうか。 

次週予告 

12 月 3 日 会員増強フォーラム 

12 月 10 日 会員卓話 「大久保貞子」君 

12 月 17 日 年度末懇親会 

12 月 24 日 会員卓話 「吉田康一郎」君 
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